
米穀の需給及び価格の安定を図り、営農意欲のある農業者が、農業を継続できる環境を整えるとともに、今後の地域農
業の方向性を計画として作成することで、地域農業に関する問題を解決し、将来的に地域農業を発展させることを目的と
する。

需要に応じた生産を推進するため、よりきめ細かい情報提供を実施するとともに、各種交付金の周知を図る。

今後の
方向性

持続的な農業経営を支援する農業
元気創造都市

施
策
の
大
綱

環境経済部農林課

事業： 経営所得安定対策事業 0236
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整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第3章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

米穀の需給の均衡を図るため生産調整の推進ができた。

A

国の制度に基づき適切に執行しているが、人件費等の費用対効果を考え
ると、より効果的な運用が課題である。

A
B

A

目

標

転作と水稲作とを組み合わせた水田の有効利用を図り、地域農業の実態に即した米の需給の均衡化に資するため、ＪＡ
大阪南・大阪南部農業共済組合との連携により、市内の農業者に対する生産調整の周知および、経営所得安定対策等
への加入促進を行う。また、地域で人と農地の問題について話し合い、地域農業の方向性を計画として作成する。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

11,398

2,094

1.20

0.00

0

2,094

0

0

一人あたり

世帯あたり 241

105

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

2,141

0

2,141

0

0

6,366

0.55

0.00

135

58

-47

0

-47

0

0

5,032

0.65

0.00

106

47

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

A

A
B

A

人件費

公債費

内
訳

9,304

0

事業費（決算額） 2,094

4,225

0

2,141

5,079

0

-47 (千円)

 (千円)

 (千円)
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